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一般的に潜熱回収器は、ヒーター熱交換器の2次側に設置され
ますが、昭和潜熱回収ヒーターでは、１次側に設置し、缶体の
熱媒水を温める方式としています。
この方式により、給湯・暖房など複数回路の場合でも、全ての
回路で潜熱を回収することが可能となりました。
使用する回路に限定されること無く、効率を高めることができ、
省エネ化を実現しています。
また、１次側は無圧開放されていますので、潜熱回収器を循環
する温水は、高温の排ガスと熱交換しても100℃以上になる
恐れがありません。
このことから、ボイラー及び圧力容器安全規則に関する法的な
届出・取扱資格等は不要です。　

システム構成図

比べてください。
CO2排出量&運転コストを
大幅に削減できます。

新方式

従来のボイラー、ヒーター
（効率80～85％）

CO2排出量&運転コストの削減割合

当社製高効率ヒーター
NEOS（効率90％）

潜熱回収型「リコス」
（効率105％）

年間のガス料金メリット・ＣＯ2削減量の試算

既設ヒーターまたはボイラーを『リコス』に取り替える場合、
以下の計算で概算のメリット試算ができます。

既設1,163kW(効率85%)のヒーターをリコスに取り替えた場合。

A＝ ＝232,937(m3N/年)÷ ×（8× 240）85
100

条件① 年間稼動時間：１日8時間燃焼で年間240日稼動
条件② ガス代単価＝90円/m3N
条件③ ガスの低位発熱量=40.6MJ/ｍ3N（天然ガス）
条件④ ＣＯ2原単位＝2.1kg/m3N（天然ガス）※環境省設定の数値より
※注 ①～④は参考値です。より正確な試算を行うためには、実際のご使用に近い条件としてください。

コスト試算例

計算式

÷ 105
100

1,163×3.6
40.6

Ｂ＝ ＝188,568(m3N/年）×（8× 240）1,163×3.6
40.6

÷

A. 既設ヒーターの年間ガス使用量（m3N/年）

＝

＝

Ｂ. リコスの年間ガス使用量（m3N/年）＝

既設ヒーターの効率(％)
100

÷
105 (リコスの効率※1)

100

出力（kW）×3.6
ガスの低位発熱量(MJ/m3Ｎ)

× 年間稼働時間(h) 

× 年間稼働時間(h) 
出力（kW）×3.6

ガスの低位発熱量(MJ/m3Ｎ)

●
●
年間ガス料金削減額
年間ＣＯ2削減量

（A－Ｂ）×ガス単価 (円/m3N)
（A－Ｂ）×ＣＯ2原単位 (kg/m3N)
＝
＝

●
●
年間ガス料金削減額
年間ＣＯ2削減量

（232,937－188,568）×90≒ 3,990,000円/年
（232,937－188,568）×2.1≒ 93,000 kg/年
＝
＝

※1 給水温度5℃の場合

昭和潜熱回収ヒーターで効率105％を実現!!
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昭和潜熱回収ヒーターのしくみ昭和潜熱回収ヒーターのしくみ

CO2排出量&運転コストを大幅にカット！
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ターンダウン20％の高性能バーナーが発停ロスをぐっと抑える。

ターンダウン比5：1の高効率燃焼

（低位発熱量基準）

リコス比例制御と従来製品の効率比較

給水温度の変化による出湯温度特性

負荷率（%）

時 間

従来製品

リコス比例制御

（当社試験データ : 効率は負荷率と給水温度で異なります）

省スペース設計 各回路毎の出湯温度制御が可能各回路毎の出湯温度制御が可能

先混合燃焼方式 オプション
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省スペース

特許取得済

省エネ

スリム

低NOx

集熱ポンプのインバーター制御により、各回路ごとの出湯温度
制御とポンプの電力低減が可能です。（インバーター標準装備）
三方弁などの計装工事が不要ですので、工事費を削減できます。

省エネ 低コスト

遠隔監視システム“ブレスネット”
■メンテナンス

燃料ガスと空気の混合には安全性の高い先混合燃焼方式を採用。
逆火の恐れがなく安全です。

ボイラー熱源設備を24時間監視ボイラー熱源設備を24時間監視

出力465～1,136kWの
豊富な機種を取り揃えており
ますので、省スペース化に
貢献します。

施設に合わせた選定が可能施設に合わせた選定が可能

低NOx仕様50ppm以下低NOx仕様50ppm以下

ターンダウン（絞り）比とは、最大定格の燃焼量に対し、絞ることが可能な
比率を示します。例えば、2：1なら燃焼量を半分まで調節することができ、
5：1であれば20％まで可能となります。ON－OFF制御等では、給湯又は
暖房を使用しない場合、バーナーが停止する時間が長くなっていました。
バーナー停止中は煙突からの放熱ロスにより、ヒーター効率が減少します。
リコスの比例制御はターンダウン比5：1が可能となり、温水使用量が
減った場合でも定格出力の20％までは、燃焼を持続します。結果として、
放熱ロスを最小限に留めることができ、高効率な運転を行います。

ボイラーに異常が発生
したら、端末機がFOMA
ネットを使って監視セン
ターに通報します。
さらに監視センターから
保守管理担当者のパソ
コンや携帯電話に自動
配信して、お客様より早く
初期行動がとれるようにしています。
営業所は全国8拠点、サービス特約店は120拠点にのぼります。
各拠点には専門教育を受けた有資格の技術員が駐在し、24時間
ブレスネットからの配信に対応しています。

燃料ガス

燃焼用空気分割薄膜火炎

分割薄膜火炎

昭和潜熱回収ヒーターで効率105％を実現!!

（O2=0%換算値, 13Aガス定格燃焼時）




